
  

2026年４月１日 

 

各 位 

会 社 名  ミ ラ イ ア ル 株 式 会 社 

代 表 者 名   代表取締役社長  兵部 匡俊 

                        （コード：４２３８ 東証スタンダード） 

問 合 せ 先   経営企画部長  羽山 哲生 

電 話 番 号  ０３（３９８６）３７８２ 

 

（訂正）「2026年１月期 決算説明資料」の一部訂正について 

 2026年３月９日に公表いたしました「2026年１月期 決算説明資料」において、記載内容に誤りがあり

ましたので、謹んでお詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正いたします。 

記 

１．訂正の理由 

  「2026年１月期 決算説明資料」の公表後、数値に一部誤りがあることが判明したため、訂正いたし 

ます。（該当箇所：５～11ページ、13～14ページ、26ページ） 

２．訂正の内容 

  訂正箇所に下線＿を付して表示したうえで、訂正後の全文を添付します。 
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会社概要

3

商 号 ミライアル株式会社

資 本 金 11億1,100万円

代 表 者 兵部 匡俊

設 立 1968年7月

所 在 地
〒170-0013
東京都豊島区東池袋1-24-1 ニッセイ池袋ビル

連 絡 先 03-3986-3782（代表）

従 業 員 数 323名 ※2026年1月31日現在（単体）

事 業 内 容
高機能樹脂製品の開発および製造販売
金型の製造販売
その他事業

01−



Copyright 2025 © Miraial Co., Ltd.  All Rights Reserved

02−事業内容

4

プラスチック成形事業

半導体関連製品、フルイドシ

ステム製品、電子部品、金型 87.8%

売上構成比率

成形機事業

竪型射出成形機を中心とした

成形機、金型、関連製品

高機能樹脂製品の
開発を通して、
革新的な価値を
ご提案します。

Since 1968 12.2%

売上構成比率
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03−2026年1月期決算概要

経営成績の概況

5

売上高
前年度比

△10.2%
125.7億円

◼ 新たなステージでの長期ビジョンを実現する第３創業期に向けた土台作りの５年として、2028年度をター

ゲットとする５ヵ年の中期成長戦略2028を一昨年策定しました

◼ 半導体市場の成長と市場シェア拡大を見据え、安定供給できる体制を構築するため、生産能力増強や自動化

等による効率化のための投資を進めています

営業利益

売上高減少による工場稼働率の低下や減価償

却費の増加等

5.1億円
前年度比

△64.3%

プラスチック成形事業

112.5億円
前年度比 △8.6%

成形機事業

15.6億円

前年度比 △17.6%
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2025年1月期 2026年1月期

前期比率

通期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

売上高 14,003 3,106 6,340 9,402 12,572 △10.2%

営業利益 1,434 108 334 465 511 △64.3%

経常利益 1,516 117 362 519 590 △61.1%

親会社株主に帰属
する当期純利益

1,058 103 283 397 606 △42.7%

03−2026年1月期決算概要

6

損益計算書（P/L）
（百万円）
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03−2026年1月期決算概要
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売上高・営業利益の四半期推移
（百万円）

2024年1月期 2025年1月期 2026年1月期

4,229

3,385

2,680

2,962

3,527 3,542

3,202

3,732

3,106
3,234

3,062
3,169

713 

438 

256 

114 

270 

564 

203 

397 

108 

226 

131 

46 

0

500

1,000

0

2,500

5,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 営業利益
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03−2026年1月期決算概要
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営業利益の増減要因

1,434

△ 628

△ 136 △ 25

△ 132
511

25/1期4Q
営業利益

販売要因 減価償却 その他
固定費

子会社 26/1期4Q
営業利益

（百万円）
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03−2026年1月期決算概要
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市場別売上高の内訳 （百万円）

半導体 11,571

半導体 10,538

自動車 563

自動車 440

医療 71

医療 252

電子機器 205

電子機器 151

機械･部品･その他 

1,591

機械･部品･その他 

1,188

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

4Q

FY2025

4Q

FY2026

半導体 自動車 医療 電子機器 機械･部品･その他

合計 12,572

合計 14,003



Copyright 2025 © Miraial Co., Ltd.  All Rights Reserved

03−2026年1月期決算概要
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セグメント別状況

2025年1月期
第4四半期累計期間

2026年1月期
第4四半期累計期間

前期比増減率

売上高 構成比（%） 売上高 構成比（%） 売上高 率（%）

プラスチック成形事業 12,321 86.7 11,255 87.8 -1,066 -8.6

成形機事業 1,894 13.3 1,561 12.2 -334 -17.6

合 計 14,215 100.0 12,817 100.0 -1,399 -9.8

プラスチック成形事業
ウェーハ在庫調整は底打ちしたとみられるものの、需要の回復はまだらであり、
全体として回復は緩やかなものとなりました

成形機事業
自動車業界の需要の失速等の影響を受け、受注状況が軟調に推移している一方で、
部品に関しては安定供給される状況が維持されました

（百万円）
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03−2026年1月期決算概要
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セグメント別状況 -プラスチック成形事業-

3,389
3,092 3,272 3,419

3,946

3,097

2,535 2,729
2,974 3,117 2,939

3,289
2,918 2,756 2,833 2,747

6,482

9,755

13,175

7,043

9,578

12,307

6,092

9,031

12,321

5,675

8,508

11,255

22.2%

14.6%

20.7%

17.6%

14.8%

9.6%

20.6%

11.8%

13.9%

10.8%

9.4% 7.3%

29.1%

25.8%

22.0%
21.7%

21.4% 19.7%

18.4%

16.4%

13.2%

17.0%

15.3% 14.9%

10.5% 10.6%
10.2%
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セグメント売上高（四半期） セグメント売上高（累計） セグメント利益率（四半期） セグメント利益率（累計）

（百万円）

2023年1月期 2024年1月期 2025年1月期 2026年1月期



Copyright 2025 © Miraial Co., Ltd.  All Rights Reserved

03−2026年1月期決算概要
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セグメント別状況 -成形機事業-

342
406

285
347 334 336

221
282
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1,034
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6.3%
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（百万円）
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03−2026年1月期決算概要
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貸借対照表（B/S）

資産の部 2025年1月期 2026年1月期 増減

流動資産 12,929 10,603 -2,325

現金及び預金 6,474 4,703 -1,771

売上債権 3,646 3,069 -576

棚卸資産 2,354 2,475 120

その他 454 356 -97

固定資産 15,592 16,225 632

有形固定資産 15,063 15,560 497

無形固定資産 35 66 31

投資その他の資産 494 598 104

資産合計 28,522 26,829 -1,693

負債・純資産の部 2025年1月期 2026年1月期 増減

流動負債 5,492 3,296 -2,195

仕入債務 2,540 1,528 -1,011

その他 2,951 1,767 -1,183

固定負債 533 543 9

負債合計 6,026 3,839 -2,186

株主資本 22,369 22,711 342

内 利益剰余金 21,645 21,981 335

その他の包括利益累計額 127 277 150

純資産合計 22,496 22,989 493

負債・純資産合計 28,522 26,829 -1,693

自己資本比率 78.9% 85.7% 6.8pts

（百万円）
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03−2026年1月期決算概要
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キャッシュ・フロー計算書

2025年1月期 2026年1月期 前期比増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,336 1,074 △2,262

内 税金等調整前当期純利益 1,532 835 △696

内 減価償却費 1,296 1,434 137

内 仕入債務の増減額（△は減少） 427 △1,011 △1,439

内 法人税等の支払額 △213 △517 △304

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,239 △2,559 679

財務活動によるキャッシュ・フロー △386 △288 97

現金及び現金同等物の期首残高 6,759 6,474 △285

現金及び現金同等物の期末残高 6,474 4,703 △1,771

（百万円）
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04−2027年1月期第1四半期連結業績予想

15

業績予想

2026年1月期
第1四半期（実績）

2027年1月期
第1四半期（予想）

対前期増減率（%）

売上高 3,106 3,780 21.7

営業利益 108 190 75.6

経常利益 117 200 69.5

親会社株主に帰属
する当期純利益

103 130 25.8

•売上高につきましては、プラスチック成形事業は、半導体市場において、先端品の需要が旺盛な一方で、既

存品の需要回復には一定の時間を要しているなか、緩やかな回復基調が継続するものと見込まれます。成形

機事業は、自動車業界の動向など一部不透明な状況は継続するものの、受注状況は緩やかに回復していくと

見込まれます

•営業利益および経常利益につきましては、減価償却費の増加があるものの、稼働率上昇により、前年同期に

対し増益となる見込みです
（百万円）
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05−中期成長戦略への取り組み
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当社の発展段階と中期成長戦略の位置づけ

中期成長戦略の期間は、新たなステージで長期ビジョンを実現するための土台作りの5年間と
位置づけ、覚悟を持って変革に取り組んで参ります

第1創業期

（1968～1998）

国産初のウェーハ用PFAカセットを中心とする成長

第3創業期

（2029～）

新たなステージでの

長期ビジョンの実現第2創業期

（1999～2028）

FOSBを世界に先駆けて開発

「FOSBのミライアル」として成長

2024～2028

第3創業期に向けた

土台作りの5年

中期成長戦略期間



Copyright 2025 © Miraial Co., Ltd.  All Rights Reserved

05−中期成長戦略への取り組み
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第3創業期に向けた事業ポートフォリオの変革

売上の７割をシリコンウェーハ搬送容器が占める事業ポートフォリオを変革し、
2029年度以降の安定的な成長基盤を確立します

71%

13%

9%

7%

2024年

１月期

(実績)
65%

19%

13%

3%

2029年

１月期

40%
2034年

１月期

中期成長戦略の期間

ウェーハ搬送容器 高機能樹脂 成形機 その他

10年後に目指す事業ポートフォリオ（売上高）

2033年度にシリコンウェーハ搬送容器以外の第2、第3の柱を構築します
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05−中期成長戦略への取り組み
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事業ポートフォリオに関する方針

現在の主力であるシリコンウェーハ搬送容器事業を深耕しつつ、成長市場での事業拡大が見込め
る高機能樹脂製品、成形機の事業に経営資源を振り向けます

事業セグメント別の24年１月期見込と29年１月期目標 縦軸：市場成長率 [%]（前成長戦略期間→当成長戦略期間）

横軸：事業別ROIC [%]（23年度→28年度）

円の大きさ：事業別NOPAT （23年度→28年度）

0

10

20

0 5 10 15 20 25 30

搬送容器
高機能樹脂

EV市場は半導体よりも市場が
小さく、高い成長が今後も継続

ウェーハ関連市場は
これまで同様成長市場

半導体関連市場の
伸びに対応

成形機
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05−中期成長戦略への取り組み
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中期成長戦略の数値目標
•中期成長戦略の最終年度の2028年度（2029年１月期）に、売上高239億円、ROE11%を目指

します

•今年度（2026年1月期）から、新たに配当性向の指標を「総還元性向またはDOE」に見直し、

株主還元を強化します

配当性向 「配当性向30%」を目途とする安定配当

2024年１月期実績 2029年１月期計画

売上高 132 億円 239 億円

営業利益 15億円 47 億円

営業利益率 11.5 % 20.0 %

ROE 4.8 % 11.1 %

今年度の
修正

総還元性向
DOE

「総還元性向30％またはDOE２％」

のいずれか高い方を下限とした安定配当
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06−企業価値向上に向けた新たな取り組み

企業価値向上に向けた新たな取り組み

今年度（2026年1月期）から企業価値向上に向けた新たな取り組みとして、更なる収益力強化に

よる事業成長と市場からの要請に沿った資本政策・財務戦略の両輪を通じて、ROEとPERの向上

を促進し、PBR１倍超を恒常的に達成するとともに、中長期的な企業価値の最大化を目指します

20

✓ 自動化投資による効率化推進

✓ 拡張投資による市場成長取込み

✓ 新製品開発に向けた研究開発投資

既存事業の収益力強化

✓ 成長分野への投資・研究開発投資

✓ 企業価値向上に資する戦略的M&A

新たな収益源の創出

✓ 自己資本比率の適正化

✓ 金庫株の消却

資本構造の見直し

✓ 業績変動による減配リスクの抑制

✓ 資本効率改善に向けた自己株式取得

株主還元の強化

事業成長

資本政策・財務戦略

収益力向上＋資本構造の見直し

成長期待創出＋株主還元強化

PERの向上

ROEの向上

企業価値向上
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06−企業価値向上に向けた新たな取り組み

21

事業成長に向けた取組みの重点

搬送容器

事業

⚫ [ FOSB／FOUP ] … 熊本事業所の生産ラインの

自動化による収益率の向上

⚫ [ FOUP ] … クリーン化技術、大型～小型成形

ラインアップを活かした受注獲得

⚫ 市況が転じた場合に増産可能

な体制整備・生産量の拡大

⚫ 半導体業界の「後工程」領域

に向けた付加価値製品の開発

高機能樹脂

事業

⚫ 熊本・山口・東北3事業所の生産機能を東北に統合、

統合した新工場の稼動率向上に向けた、高機能製

品の生産移管および生産量の確保

⚫ 更なる高機能製品の生産移管

⚫ 新市場開拓（M&Aを含む新製

品開発・研究開発）

成形機事業
⚫ ミライアル向けに開発した新分野成形機稼働実現

⚫ EV向け封止用トランスファー成形機等の開発推進

⚫ EV向け成形機の継続的な開

発・拡販

更なる収益力強化に向けた課題認識 重点取組み方針

既存強化

新収益源

既存強化

新収益源

新収益源

搬送容器事業 半導体市場の活況を念頭に、来るべきウェーハ出荷量の伸長時の増産体制整備

高機能樹脂事業 機能統合した東北新工場への生産移管・生産量拡大、新市場開拓

成形機事業 ミライアル向けブロー成形機の稼働実現、EV向け成形機の開発・拡販
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06−企業価値向上に向けた新たな取り組み

資本政策・財務戦略
資本コストの逓減と資本効率の向上を実現するために資本政策・財務戦略の方針を見直します

資本コスト逓減・資本効率向上による最適な資本構成の達成を実現

資
本
構
成
の
見
直
し

株
主
還
元
の
強
化

✓ 資本構成
借入を行わず、高い自

己資本比率を維持

有利子負債を活用し、財務レバ

レッジを効かせた最適な資本構成

への転換を図る

➢ 資本コストの逓減

➢ 財務レバレッジの活用

➢ ROEの向上

✓ 金庫株 積極的な消却は未実施
役員報酬等の必要株数以外の株式

は消却する

➢ 株式希薄化リスクの排除

➢ EPS、BPSの向上

✓ 配当方針
配当性向30%を目安

とした安定配当

単年度利益に対する配当性向の安

定化ではなく、配当額の安定化と

強化を図る

➢ 半導体市況のボラティリ

ティに左右されない配当

安定化

✓ 自己株式取得
役員報酬のための取得

のみ

中期成長戦略期間中に発行済み株

式総数の3%程度を目安とした継

続的な自己株式取得を実施する

➢ 資本効率性の向上

➢ 株主への還元強化

～2025年1月期 2026年1月期～ 見直しの狙い

22
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キャッシュアロケーション

事業成長によるキャッシュ創出力を高め、積極的な配当や自己株式取得等の株主への還元と、

更なる事業成長に向けた成長投資やM&Aに配分します

成長戦略期間

における

キャッシュフロー

有利子負債・

手元現金の活用

調達

研究開発等の

成長投資

インオーガニック

な成長投資枠

株主還元

配分
✓ 戦略的M&Aの実施

➢ インオーガニックな成長戦略の推進に向けて、

50億円超を目安に成長投資枠を確保

✓ 研究開発等の成長投資

➢ 自動化ラインの増強による生産性の向上

➢ 新製品開発のための研究開発投資

✓ 業績変動に左右されにくい安定的な配当

➢ 当面は総還元性向30%もしくはDOE2%のいず

れか高い方を下限とした配当を実施

✓ 自己株式取得

➢ 中期成長戦略期間中に、1～5億円規模の自己株

取得を想定

23
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2029年以降の第３創業期に向けて、中期成長戦略に沿ってシリコンウェーハ搬送容器以外の第２、

第３の柱を構築するため、時代に必要とされ、新たな成長が見込める事業分野において、強いブラ

ンドバリューを持つ企業に対し、先行投資としてキャッシュを配分しM&Aを実行します

【先行投資の狙い】

① 成長分野での超過利潤獲得を通じてリスク分散を図ることにより、半導体市場に大きく依存する

事業構造の景気サイクルへの耐性を強化し、ミライアルグループを持続的な成長軌道へ乗せます

② ハンズオンでのガバナンスを通じて、投資のモニタリングを強化し、投資先の企業価値向上を実

現するとともに、更なる事業成長に向けたキャッシュアロケーションとバランスシートマネジメ

ントを行いながら、自律的に最適な資本構成を実現し、資本コストを逓減することで、ROEと

PERの向上を目指します

既に足掛かりを得ている分野を起点に成長への先行投資

【M&Aの対象候補として想定する事業分野】

◆ 半導体事業

◆ 社会インフラ事業

◆ ライフサイエンス事業

◆ 産業機器事業
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企業価値向上に向けた取り組みを実現するための新経営体制
持続的な成長と中長期的な企業価値の最大化に向け、経営機能と執行機能の双方を強化し、経営

資源の適切な配分を通じた成長投資の促進を実行します

氏 名 新 役 職

兵部 匡俊 代表取締役社長

羽山 哲生 取締役

後藤 愛 取締役（社外）

野間 幹晴 取締役（社外）

松永 夏也 取締役 常勤監査等委員（社外）

木部 永二 取締役 常勤監査等委員

渡邊 寛 取締役 監査等委員（社外）

【取締役】 【執行役員】

氏 名 新 役 職

兵部 匡俊 社長執行役員 CEO

野口 高史 常務執行役員 CTO 技術本部長

羽山 哲生 執行役員 CFO 経営企画・管理本部長

須田 隆英 執行役員 CMO 高機能樹脂製品事業本部長

三保 鉄平 執行役員 容器製品事業本部長

春田 謙一 執行役員 生産本部長

※１ 2025年４月より、組織を機能別の本部組織に整理することにより、各組織の役割と責任を明確にすること、経営機能と執行機

能の双方を強化することを目的として、本部制を導入。2026年４月以降は、市場に合わせ製品群ごとに組織を見直し、本部の

新設および統廃合を実施

※２ 2026年４月よりCxO制を導入し、専門性の強化、迅速な意思決定、競争力の向上、コーポレートガバナンスの強化、中長期的

には企業価値の最大化を実現

※３ 2026年４月23日に開催予定の第58回定時株主総会ならびに定時株主総会終了後の取締役会にて正式に決定される予定
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2023年1月期 2024年1月期 2025年1月期 2026年1月期(予定)

中間 期末配当

配当金の推移

配当性向 31.5% 35.2% 34.1% 74.5%

•DOE基準を導入し、半導体市況のボラティリティに左右されない配当額の安定化を図ります

•26年1月期は年間で50円の配当を予定します（配当性向74.5%、DOE2.0%に相当）
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